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区幸8月・8月分施区などであった。反面，季節分布

のふれ具合の大きい区は，5月・5月分施区＞全量4

月施肥医＞半量7月区＞2月・4月分施区＞半量5月

区＞5月・11月分施区＞半量占月区＞4月・10月分

施区などであった0

なぶ，少肥区に比べ多肥区の場合の方が，季節生産

性の変動が小さくなる傾向がみられる。

4　施肥による増収効果（第5蓑）

分施及び増肥による時期別増収効果をみると，1月

から6月までの問の施肥は，年内施肥による増収効果

は消滅し，7月以痺12月までの追肥は翌年まで肥効

が持続していると推察された。

第5表　半量施肥に対する分施および全達施肥による増収量　　　　　　　　　　　　　　　　　（鴫／a）

　 草

施 肥 月 ●日

1 2 5 4 5 d 7 8
合　 計

5 ． 1 0 5 ・5 1 8 ．2 7 7 ・ 1 4 8 ・8 9　● 1
9 ．2 7 1

1 0 ・5 1

1 月 4 2 ．8 5 8 ．5 5 5 ．5 1 0．7 1 2 ．5 1．0 2 ．6 ー 8 ．7 1 5 （i．占

2　 月 7 1．7 4 8 ．5 5 0．2 7 8 － 1．9 8 ．0 － 2 ．0 － 5 ．0 1 5 占，9

5　 月 4 5 ．8 6 8 ．1 2 5．2 鼠 5 － 1．2 － 0 ．5 － 1．5 － 0．5 1 4 5．5

4　 月 5 5．5 占 4 ．5 5 8 ．0 1 2 ．2 0 ．1 － 1．5 1．9 ‾ 4 ．4 1 5 4 ．5

5　 月 － 5 ．8 5 5 ．8 7 0 ．9 2 0 ．2 ス9 － 5 ．5 － 2 ．4 － 4 ．7 1 5 6．4

‘ 月 5 ．2 2 ．5 4 8 ．5 5 8 ．1 1 （～．9 7 4 － 1．8 2 ．2 1 5 1．1

7　 月 1 5．5 8 ．4 － 5．9 1．2 6 4 ．8 2 ス 8 1 史 9 8 ．4 1 5 7 8

8　 月 2 エ ロ 5 ．2 － 1．0 － 1．4 － 7 1 4 2 ．8 5 5 ．1 2 4 ．1 1 2 2 ．4

9　 月 4 1．8 1 8 ．4 － 5 ．2 5 ．0 一 三 5 0．4 2 8 ．4 d 1．2 1 4 2 ．8

1 D　 月 7 2 ．9 2 4 ．5 2 4 ．1 1 0 ．1 － 0 ．4 0．5 2 ．9 1 （5．5 1 5 1．0

1 1 月 4 4 ．5 5 1．0 5 1．7 1 6．5 1 5 ．5 0 ．4 1．2 － 1．9 1 5 8 ．2

1 2　 月 4 1．1 5 8 ．5 4 2 ．7 1 R 5 2 ．4 1．9 1．9 － 4 ．5 1 （～1．6

地において，季節生産性の平衡を保つための施肥とし

4　ま　と　め　　　　　　　　ては，7月から10月初めの間の時酢こ重点を置いた

本試験の結果・から，ペレニアルライグラス主体の草　　施肥が効果的であることが認められた。

不耕起草地における肥料四要素の施用量とその肥効

佐　藤　公　一

（秋田県畜産品銭湯）

1　日　　　　　　的

不耕起草地の造成は，ここ数年来各地で行われ，そ

の工法については，ほは体系化されたものと思われる。

しかしながら不耕起草地が主として傾斜地に造成さ

れ，放牧を主として利用されるという特殊な条件を持

つために，必然的に造成及び維持管理費用の低コスト

化が要求される。

本式強においてはこのような観点から，肥料貨の低

減を意図して，施肥量の浪少限界を把瞳するため肥料

四質素の施用量とその肥効について検討することとし

た。

2　試　験　方　法

1　試威年次　1989年～1972年

2　試験区の設定

試験区の構成は第1表のとおりとし，試験地を秋田

県畜産試験場（仙北郡神岡町神宮寺）の湯ノ台放牧地

と県営掬森牧場（仙北郎田沢湖町湯ノ森国有林）の2

カ所に設置した。

1区面積は9が（5×57乃）5区制とし乱塊法で実施

した。

耕種方法は第2表のとおワであった。
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第1蓑　試験区の構成と施肥量 （血か／a）

試　　　　 験　　　　 区
基　　　　　　 肥 追　　　　　 肥

N P 2 0 5 K 2 0 C 已 0 Ⅳ P 2 0 5 Ⅹ 2 0

無　 肥　 料　　 区 N ］P K C a 一 〇 0 0 0 0 0 0 0

無　 窒　 素　 区 N　 －　 ○ 0 2 ．0 0 ．8 1 0 0 0 ．7 5 1 ．5

無　 燐　 酸　 区 P　 一　 〇 0 ．8 0 0 ．8 1 0 1．5 D 1 ．■5

無　 加　　 里　 区 K　 －　 0 0 ．8 2 ．0 0 1 0 1 ．5 0 ．7 5 D

無　 石　 灰　 区 C a ＋一一　 〇 0 ．8 2 ．0 0 ，8 0 1．5 0 ．7 5 1．5

4　　 要　 素　　 区 Ⅳ 〕P X 」〕 a 0 ．8 2 ．0 8 ．8 1 0 1 ．5 0 ．7 5 1．5

窒　 素　 ％ 量　 区 ∴ Ⅷ ㌧ 0．4 2 ．0 0 ．8 1 0 0 ．7 5 0 ．7 5 1．5

燐　 酸　 ％ 量　 区 P 一 ％ 0 ．8 1，0 0 ．8 1 8 1 ．5 0 ．5 7 5 1．5

加　 里　 ％ 量　 区 十 日 ㌧
0 ．8 2 ．0 0 ．4 1 0 1．5 0 ．7 5 0 ．7 5

石　 灰　 ％ 量　 区 C a 一 ％ 0 ．8 2 ．D 0 ．8 5 1．5 0 ．7 5 1．5

4 要 素 毎 量 区 y P X C a づ イ 0 ．4 1．0 0 ．4 5 0 ．7 5 0 ．5 7 5 0 ．7 5

燐　 酸 1・5 倍　 量　 区 P － 1．5 0 ．8 5 ．0 0 ．8 1 0 1．5 1．1 2 5 1．5

石 灰 1．5 倍 量　 区 C a － 1 ．5 0 ．8 2 ．0 0 ．8 1 5 1．5 0 ．7 5 1，5

注　1）4要素区の目標収量を0．5t／且とする

2）がは尿素，P205は喀燐で妬，過石で宛，Ⅹ20は塩加，CaOはタンカルを用いた。
5）施肥量は成分量で示した。

4）追肥のア205は融雪後全量施用，ⅣとK20は刈取りごとに等量分施した。

第2表　耕種概要

草　　　　　 種 a 当 り播種 量 播　 種　 法 播 種 期　 及　 び 造　 成 法

オ　 ー チ　 ャ　 ー ドグ ラス 0．1　 吻

散 播　 混播

（湯 ノ岱試 験 地 ）

チ　　　 モ　　　　 シ　　　　 ー 0．0 5 1 9 8 9 年 9 月 1 0 日

レ　 ッ　 ド　 ト　 ッ　 プ 0．0 5 伐 採 一刈払 い 一火 入 一播種

ト　 ‾　 ル　 フ　 ェ　 ス　 ク 0．1 （一掬 森試 験 地 ）

ペ レニ アル ライ グ ラ ス 0．1 1 9 8 9 年 8 月 2 2 日

レ ッ ド フ ェ ス タ

ラ ジ ノ ク ロ ー バ

0．0 5

0．0 5

伐採 一刈払 い 一障 害 物除 去 一穂 耕 一播 種

5　試　験　結　果

造成当初は，両試験地の牧草の生育がかなり異なっ

た様相を示した。すなわち湯ノ台試験地は，伐採，刈

払い，火入，直播方式により造成したため雑草の繁茂

が認められ，利用1年目の春には，無肥料区，魚鱗感

区がほぼ雑草化し，その他の処理区も44～78多にも

達した。しかしその後，刈取りが進むにつれて雑草が

少なくなり，秋にはほとんど4～9珍にとどまり2年

目，5年目もほは同程度認められた。

また，掬森試験地は伐採，刈払い，障害物除去，杷

耕という造成経過をとったため牧草の定着が良く，雑

草の侵入は利用5カ年ともほとんど認められなかった。

草種構成割合では，造成当初，イネ科d草踵とラジ

ノタロ－パの7草種の定着が両武威地とも良好であっ

たが利用年次が進むにつれ，窒素減量区の例外を除い

ては全般的にオーチャードグラスが優占する傾向を示

し，特に石灰戚量区では著しかった。

窒素処理では増肥するにつれ，イネ科牧草の割合が

著しく高まり，逆にラジ／タロ一つべは明らかに減少した。
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第5表　牧草の収量成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（極／a）

生　草　収　壷　成　績 凰　乾物収量　成績

湯 ノ　岱試験 地 掬 森試 験 地 湯 ノ　岱武威 地 掬森試威地

利　用　年　数 l合計 利　用　年 或
合計
利　用　年　奴 桓 比率

′

利　用　年 奴

1 2 5 1 2 5 1 2 5 1 2 日

！ 7 2

2 17

2 2 17 59

2 74

55 9

11 25 5 8

17

4 8

占 8 14 d

58

8 5

4 11 15

25 7 59 1 9 0 0 5 18 45 8 1，250 49 10 1 1占7 8 7 87 4 2 185

7 7 58 155 50 4 7 7 7 ・20 15 5 5 14 8 14 22

2 58 4 85 9 18 588 5 72 1，099 5 8 9 2 19 8 8 0 占9 8 4 25 6

5 8 9 2 75 8 29 1，29 1 4 10 48 0 4 45 1，5 55 95 5 8 121 27 2 110 8 8 8 1 89 258

28 5 5 17 8 59 1，28 1 5 15 5 0（～ 4 95 1，518 8 2 d d 120 24 8 100 108 7 8 92 278

18 9 25 4 85 5 1，0 5 8 2占9 5 72 4 12 1，2 55 4 2 54 1 1 1 2 07 8 5 d d 7 6 75 2 15

27 5 258 58 d 1，09 7 5 25 425 4 40 1，18（～ 8 8 52 118 2 58． 9 6 79 72 90 2 41

5 25 24 5 占7 2 1，24 0 42 5 45 8 45 5 1．5 14 78 5 4 124 2（～0 10 5 9 5 8 0 84 25 7

29 0 2 17 8 85 1，19 0 4 59 5 10 48 0 1，4 49 7 2 5 1 155 2 5（～ 10 5 9 8 77 85 28 0

224 20 2 8 14 1，04 0 20 1 40 2 5 50 9 55 5 1 4 4 10 7 202 8 1 52 65 8 7 18 2

29 4 255 7 45 1，29 5 88 54 8 5 10 1，6 4 8 7 1 58 15 5 2 8 0 10 5 109 8 4 9 5 2 88

5 （～4 28 0 84 5 1．28 7 5 74 5 17 580 1，6 5 1 8 5 d 5 120 28 8 10 8 1 15 8 0 9 6 29 1

NPXC a－O

N－〇

P－O

K－O

C a－－O

NfKC a

‥・l：・

Pづぢ

・∵」、・

。・」ご

NPKCa⇒盲

P－1．5

Ca－1，5

褒　雑草を除いた収量を示した。

（b Ja）

邪

1（XI

芽

台

J←一
予

ト くプ

′

処　 理 b　h i （】1コl l．5 11 1　1 り】2 1 1．5 り1悠 i
N P K r a N PKC8

共通施肥 PK C a N K C a N P C a N P K －

第1図　施肥処理と風乾物収量（5カ年合討）

利用5カ年間の収量を示したのが第5表，第1回で

あり，窒素及び燐酸では両試験地とも一定の傾向を示

した。すなわち窒素処理区間では窒素の増肥に従って

直線的に増収し，燐酸処理区間では無燐酸区は生育で

きず問題にならないが，％量区では著しく増収し，そ

れ以上の増肥では頭打ちとなり増収幅が小さくなった。

加盟，石灰処理区間の反応は少なく，無加里で700

物／10乙，無石灰で900噸／1Daの年平均風乾物収量を

上げることができ，湯ノ台試験地ではむしろ増肥によ

り減収さえ認められた。

4　考　　　　　察

不排起草地を造成する場合，その造成方法により雑
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草の侵入程度が様々な形で牧草の生育を乱すものと考

えられる。なかでも反応の緩慢な，加里や石灰に対し

ては著しいようである。

ラジノタロ－バに対する窒素の影響は過去に酎ナる

多くの報告と類似の結果を得ており，マメ科牧草の窒

素周走力によるものと考えられる。

燐酸に対しては最も敏感で，無燐酸ではほとんど生

育しないにもかかわらず％量以ヒではは頭打ちの傾向

を示したことは，基肥に10k針／10乙，追肥で5．75喝／10已

以上の施用は効率的ではなく，不耕起草地の場合は地

表に高濃度に存在するため少量で充分定着．生育する

ものと思われる。

同様に石灰についても，過石灰は地表面の過石灰化

を招くとの報告もあり，本試験では最大石灰投入量

150喝／108と少なく，特に有害性は認められなかっ

たが，無石灰でも年平均印0嘲／旭乙の凰乾物収量を得

たことにより不耕起草地造成時の石灰の必要性は特に

認められなかった。

本試験を総合的に整理してみると当地方で肥料費の

低減を意図し，より少ない肥料で不耕起草地を造成す

る場合は，基肥としては憐虚を重点的に施しその量も

10吻／10乙で充分牧草は定着する。

窒素は投入量とともに直線的に増収するものの，・マ
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メ科割合，放牧利札　あるいは翌春からの追肥等を考

え合せると5吻／10a程度で充分である。

加里，石灰については，天然供給等により特に投入

しない万が効率的だと考えられる。

また，翌春からの追肥は5・75吻パOaの燐酸の補給

と，収量とマメ科割合を考え合わせ8吻パOa～15托鉢／

1Daの範囲で調整すべきで，基肥同様，加里，石灰は

投入する必要性は認められなかった。

鶏肉加工による歩留りと肉質（物理的）について

大野木　利　成
（山形県畜産試験場）

1　ま　え　が　き

近年，為肉が多く出回っており価格も安く大衆肉と

して消費されるようになったが，反面昔のカシワ肉に

比べ著しく風味が劣るといわれている。

肉質を改善する手段としては，育種学的にあるいは

飼養管理等の研究が基本となるであろうが，鶏肉に

適合する簡易な加工方法の研究も必要と思われるので，

予備的試験として燻製加工を行い歩留りについて調査

するとともに，燻製鶏肉の物理的性状を測定したもの

である。

2　試　験　方　法

1　供試鶏

（1）　ブロイラー

（2）　　　　〝

（3）自コーニッシュ

14）白ロック

15）　ロード

（6）卵用雑種

計

す
　
す
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す
　
す
　
す
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め

　

お

　

お

　

お

　

め

10羽

10羽

7羽

10羽

7羽

10羽

54羽

餌付月日　fH（2）47年6月　7日

（3日41　　　　4月　2日

（5）　　〝　　5月24日

（6）　　〝　　5月　8日

2　加工方法

供試勤ま24時間絶食後耳下頸劫脈を切断し屠殺放

血し，88℃，10秒間湯債後脱毛磯により脱毛　し清

水にて冷却洗確した。筆毛焼後頭頚部，脚部及び内臓

を除去し，水洗後，原料肉10雌ク当り食塩150タを肉

にすり込み，24時間血絞りを行い，その後5日間塩

積を行った。塩漬終了後水洗し糸掛け整形を行い，75

℃で約2時間ボイルした。

煤煙はボイル直後直ちに実施した。最初40℃で乾

壕をはかり後50℃として約2時間燻煙を行った。以

上終了したものは冷蔵庫において冷却した。

5　謁査方法

（・秤量は個体別に次のとおり行った。

ア　生体童（屠殺時）

イ　署体重

ウ　脱毛体重

工　整形時体重（頭晩　軌　内職除去）

オー製品重量（仕上げ冷却後）

カ　骨肉分離重量

（2）燻魂鶏肉の物理的性状については，前項の方法

により製造したブロイラー肉（生後10遇令）及廃鶏

肉（生後18カ月令白レグめす）から次の区分により

サンプルを採取し，Texturo江＝∋terにより硬さ，

凝集性，弾力性，ガム也，そしゃく性について測定を

行った。

測 定 ‰ 為　　 僅 測 定 部 位 摘　　 要

1 ブ ロ イ　 ラ ー サ　 サ　 ミ

上 部

上 部

2 モ　　　 ーモ

5 廃　　　 鶏 サ　 サ　 ミ

4 〝 モ　　　 モ

5 ／′ ′′ 下　　 部

注　5は特に飼い部分

5　試　験　結　果

1　歩留りに朗する調査

秤量値の指数は第1表に示すとおりであるが，製品

歩留りは白コーニッシュおすが痕も高く，次いで自ロッ

クおすの順であり，最も低いのはロードおすであった。


